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新型コロナウイルス感染症が

猛威を振るい、医療体制を整備

することの重要性が浮き彫りと

なっています。こうした中、医

療機関への診療報酬の審査支払

を担う国保連合会の業務の必要

性が改めて問われており、京都

府国保連合会においては、５月から在宅勤務を実施し、

職員の健康と安全の確保と業務継続性の確保の両立

に取り組んでいます。 

本年４月から高齢者の保健事業と介護予防を一体

的に実施する取組が本格化しています。2040 年に 65

歳以上の高齢者人口がピークとなるわが国では、健康

寿命を少しでも延ばすことが重要です。新たな一体化

の取組の実効性を高めるためには、国保データベース

（ＫＤＢ）システムが所蔵する医療レセプトや健診デ

ータ、介護レセプトや介護認定情報等の情報を分析し

て、地域の健康課題等を把握する必要があり、システ

ムを所管する国保連合会としても、データの評価や分

析、活用の能力を有する人材の育成を進めてまいりま

す。 

さて、京都府国保連合会の機関誌である「京都の国

保」が、このたび、創刊 200 号を数えることとなりま

した。国保連合会においては、これまでの審査支払機

関としての役割に加えて、マイナンバーカードを活用

した保険者業務の支援やデータヘルスによる生涯を

通じた健康づくり事業の支援など幅広い役割を果た

すことが求められており、引き続き、保険者の皆さま

方のお役に立てるよう努めてまいりますので、機関誌

をご愛読の皆さま方のご支援、ご協力をお願いいたし

ます。 

 

 

 

春があっという間に終わり、日中はもう真夏かと思うほどの暑さになってきました。今年の大

型連休（ＧＷ）は、新型コロナウイルスの感染拡大で、こんなにも家にいる（STAY HOME）のかと

思うほど、外に出ることがありませんでした。「食べては寝る」の生活を繰り返していましたので、

体重の増加が心配です。 

昨年４月から、「京都の国保」の編集・作成を担当しています。私が生まれたのは 1985（昭和

60）年、阪神タイガースが初めて日本一になった年です（実は阪神ファンなんです）。調べてみると、生まれる

１年前の 1984年に、機関誌「京都の国保」が創刊されたことが分かり、驚きました。今回で 200号となります

が、これまで支えてくださった保険者の皆さま方に、改めて感謝申しあげます。 

「京都の国保」が保険者の皆さまに役立つ、身近な機関誌となることを目標に、今回から一部掲載内容を変

更しました。まだまだ試行錯誤ではありますが、今後もより良い紙面をお届けできるよう努めてまいりますの

で、ご意見・ご要望をお寄せいただければ幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。（保健事業課・I） 

編集後記 

  

京都の国保の創刊号(左)と 100号 


